
杉杉 生生 診診 療療 所所 がが
新新 築築 オオ ーー ププ ンン

県道島能勢線の改良に伴い、移築されるこ

とになった｢杉生診療所｣が３月３日（月）に、

現在の診療所の南側にオープンします。この

診療所は、（町が建設して今井病院に貸与し、

診療業務は自主運営）町北部における地域医

療を支えている重要な施設です。建物は受診

された人が利用しやすい設計としており、屋

根には太陽光発電装置をつけ、環境にも配慮

した建物として整備しています。

�住所 鎌倉字横大道10番１

�敷地面積 1110.7㎡

�建物構造 軽量鉄骨造り平屋建て

�建築面積 159.3㎡（待合室､薬局､受付、

診察室、レントゲン室、処置室等）

�診療科目 内科･外科･整形外科・小児科

�診療時間 午前9時～同11時30分、午後

１時～同４時30分（木曜日は午後５時30分

～同７時30分）

�休診日 日祭日・水曜日・土曜日の午後

�問合せ 杉生診療所（�769－0015）

国
で
は
、
１
９
９
７
年
に
採
択

さ
れ
た
「
京
都
議
定
書
」
で
の
目

標
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸

化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
フ
ロ
ン
な
ど
）

排
出
量
を
１
９
９
０
年
レ
ベ
ル
か

ら
６
％
削
減
す
る
た
め
の
各
種
の

取
組
み
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
太
陽
光
発
電

や
風
力
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
町
で

は
昨
年
４
月
か
ら
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
者
へ
の
補
助
事
業

（
最
高
８
万
円
）
を
実
施
し
、
こ
れ

ま
で
に
31
件
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
が
公
共
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
際
の
指
針
と
し
て
、

昨
年
12
月
に
「
公
共
施
設
等
に
お
け

る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備

方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
が
実
施
主
体
と
な
る
施
設
を
新

築
・
増
築
・
改
築
す
る
時
に
は
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
施

設
整
備
を
行
う
と
い
う
も
の
で
、

太
陽
光
発
電
を
中
心
に
積
極
的
に

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

2 1世紀は、環境の世紀と言われており、特に地

球規模の環境問題として地球温暖化対策が盛んに

叫ばれています。

本町では、環境に配慮した行政運営を図るため、

昨年7月に認証取得した環境マネジメトシステム

（ＩＳＯ１４００１）を積極的に取り入れるとと

もに、新エネルギーの活用施策にも取り組んでい

ます。私たちの住む美しい地球を未来に残すため、

環境問題について「今、自分達にできることは何

か」をみんな一緒になって考え、取り組んでいか

なければなりません。

今
、
私
達
が
住
む
地
球
は
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

身
の
回
り
で
は
、
騒
音
や
ご
み
問

昨年４月にオープンした猪名川天文台（アストロピア）の電

気を供給するため、このたび太陽光発電システムが隣接する展

示棟の屋根に設置されました。これは、財団法人ひょうご環境

創造協会の「ひょうごグリーンエネルギー基金」による県民発

電施設設置事業の一環として整備されたもので、１月2 4日から

稼動しています。管理棟の屋根には、１㎡のパネル2 4枚が太陽

光を集めて発電し、１年間で二酸化炭素排出量を約7 7 4㎏（原

油量換算で約1 0 4 5�）削減できます。また、５人家族の家庭で

１年間に使う量に相当する、約4 3 0 0ｋＷ時を発電し、天文台で

使用する電力すべてをまかなうことができます。

美しい地球を未来に残そう美しい地球を未来に残そう

を
与
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。異

常
気
象
に
よ
る
災
害
の
発
生

や
農
作
物
の
減
少
、
ま
た
、
氷
河

や
南
極
の
氷
が
解
け
て
海
面
が
上

昇
し
土
地
の
水
没
が
起
こ
り
ま
す
。

ま
た
気
候
の
急
激
な
変
化
に
動
植

物
が
適
応
で
き
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

生
態
系
に
異
変
が
発
生
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
二
酸
化
炭

素
を
大
量
に
発
生
し
、
地
球
温
暖
化

を
促
進
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
自
然
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
（
太
陽
光
発
電
・
風
力

発
電
な
ど
）
し
た
り
、
今
ま
で
捨
て

て
い
た
も
の
を
再
利
用
（
廃
棄
物
発

電
な
ど
）
し
た
り
、
従
来
の
化
石
燃

料
を
効
率
良
く
ク
リ
ー
ン
に
使
っ
た

り
（
電
気
自
動
車
・
天
然
ガ
ス
自
動

車
な
ど
）
と
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
る
二
酸
化
炭
素
を
増
や
す
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
本
当
に
必
要
な
も
の
か
良
く

考
え
て
買
い
ま
し
ょ
う
。

◎
食
品
な
ど
購
入
す
る
場
合

は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
行
き
、

包
装
の
少
な
い
も
の
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
も
の
を
選
び
、
で
き
る

だ
け
、
詰
め
替
え
で
き
る
も
の
を

買
い
ま
し
ょ
う
。

◎
環
境
に
良
い
も
の
は
「
高
く

て
も
買
う
・
で
き
る
だ
け
長
く
使

う
・
捨
て
な
い
」
環
境
に
悪
い
も

の
は
「
安
く
て
も
買
わ
な
い
・
使

わ
な
い
・
も
ら
わ
な
い
」
人
に
な

り
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
で
ご
み
の
出
な
い
工

夫
を
心
掛
け
、
ご
み
は
資
源
だ
と

考
え
て
、
私
達
で
サ
イ
ク
ル
（
循

環
）
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。問

い
合
わ
せ
は
、
生
活
環
境
課

（
�
７
６
６
・
８
７
１
２
）
へ
。

▲杉生診療所建設工事完成予想図

表１

題
、
水
質
汚
濁
、
排
気
ガ
ス
が
発

生
し
て
お
り
、
も
う
少
し
視
野
を

広
げ
る
と
、
森
林
や
湿
地
の
減

少
・
砂
漠
化
、
酸
性
雨
、
オ
ゾ
ン

層
の
破
壊
、
そ
し
て
地
球
温
暖
化

な
ど
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
私
達
の
日
常
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
消
費
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
深
刻
な
問
題
「
地
球
温

暖
化
」
に
つ
い
て
知
識
を
持
ち
、

私
達
が
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
を
共
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
８
６
０
年
か
ら
の
記
録
を
見

る
と
、
１
４
０
年
間
に
地
球
の
平

均
気
温
は
急
激
な
上
昇
を
続
け
て

い
ま
す
。
（
表
１
）
こ
の
ま
ま
で

は
今
世
紀
末
に
は
、
１
・
４
度
〜

５
・
８
度
上
昇
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
温
室
効
果
ガ
ス
」
と
い
う
熱

を
取
り
込
む
性
質
を
持
っ
た
ガ
ス

が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
、
大
気
中
に

増
え
る
と
、
気
温
が
上
昇
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
温
室
効
果

ガ
ス
に
は
、
メ
タ
ン
や
フ
ロ
ン
な

ど
６
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で

も
石
油
や
石
炭
を
燃
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素

は
、
地
球
温
暖
化
に
大
き
な
影
響

地
球
の
気
温
は
本
当
に
上
が

っ
て
い
る
の
？

今
、
私
達
が
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
？

地
球
が
あ
た
た
ま
る
こ
と
が

そ
ん
な
に
問
題
な
の
？

何
が
原
因
で
地
球
の
気
温
が

上
昇
し
て
い
る
の
？

地
球
温
暖
化
防
止
に
は
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
い
い
の
？


